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事務局
特定非営利活動法人
日本医療政策機構

新規抗菌薬開発におけるインセンティブの必要性
や適正使用に向けた迅速検査の重要性、抗菌薬の

適正使用などついて議論していく

今後の感染症法改正に際して、AMR対策に関する
具体的な取組み内容が明記されるべく、

政策提言を策定していく

外来や介護現場における抗菌薬の使用状況や
アウトカムも含めた、国内のAMRに関する全て

のケースを収集できるサーベイランスシステム
構築の必要性を訴求していく

各職種における感染症の専門・認定資格者の増加
支援や、医学部・薬学部等の感染症に関する教育
の充実に向けた支援の必要性を訴求していく

AMR Alliance Japan ～さらなるAMR対策の進展に向けて～

関連省庁

厚労省、
外務省 など

産業界

医薬品メーカー、
医療機器メーカ

など

市民社会

日本医師会、
市民団体
など

国民向けの抗菌薬の手引き書等のコミュニケー
ションツール提供の必要性を訴求していく

学術
関係者

感染症関連
8学会 など

AMR対策に関する情報を1カ所に集約し把握でき
る、情報発信サイト作成の必要性を訴求していく

日本が引き続き衛生先進国としてリーダー

シップをとっていくべく、政府や研究機関などの
活動を支援し応援していく。さらに、G20大阪サ
ミットにおけるAMR対策のアジェンダ化も見据え

国際連携も積極的に図っていく
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AMED抗菌薬産学官連絡会

学会
（日本感染症学会、
日本化学療法学会等）

製薬企業AMED

AMRを中心とした産学官の意見交換について

 当面は、各ステークホルダー（AMED、関係学会（学会推薦者）、製薬企業
（製薬協推薦者）)からの代表者数名で構成するクローズドなスモールグループ
とする

 必要に応じて、追加で専門家等を招聘する

 AMED、関係学会（日本感染症学会及び日本化学療法学会）及び関連する製薬企業（製薬
協）を中心に、感染症領域における医療ニーズ及び製薬企業の開発動向などについて意見
交換を行うことにより、今後の同領域における戦略的アプローチを検討するとともに、こ
れらを通じて感染症領域における産学官連携を一層推進させることを目的とする

＊産学官連絡会によるアウトプット
AMEDによる創薬支援NWの戦略的課題採択や製薬企業への導出活動への反映、及び、同領域における研究公
募時への企画立案の検討

関係学会としては、個別研究への学会としての支援、学術集会･年会等でのプログラムへの反映を通じた普及啓発
製薬企業としては、今後各社の、個別創薬開発戦略、パイプライン検討、産学連携の検討 など
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AMRに対する日本感染症学会の学際化・国際化活動

・ プライマリケア連合学会

・ 日本救急医学会

・ 日本医師会

・ ICD協議会

・ 米国感染症学会 （IDSA)

・ 欧州臨床微生物・感染症学会 （ESCMID)

国際化に向けた連携

学際化に向けた連携
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